
























 『十六のシュローカ』の主な校訂テキストとしては、E. S. D. Bharucha の Collected 
Sanskrit Writings of the Parsis Part VI (1933) 所収のテキストと、H. P. Schmidt の“The 





本稿は底本とする Schmidt のテキストにおける詩節番号に従った1。 
 以下の訳文における（ ）は訳者による補いである。 
 
sūryaṃ dhyāyanti ye vai hutavaham anilaṃ bhūmim ākāśam ādyaṃ 
toyaṃ saṃpañcatatvaṃ tribhuvanasadanaṃ nyāsamantrais trisaṃdhyam | 
śrī hormajdaṃ sureśaṃ bahuguṇagarimāṇaṃ tam ekaṃ kṛpāluṃ 
gaurā dhīrāḥ suvīrā bahubalanilayās te vayaṃ pārasīkāḥ || 1 || 
夜明けと正午と日没の三つの時に、ニヤーイシュンというマントラ2によって、太陽と
 
1 Bharucha 1933のテキストでは、Schmidt 1963における第 8～13番目の詩節が 10、11、8、13、12、
9の順番となっている。 









snāne dhyāne supāṭhe hutavahahavane prāśanotsargakāle 
śāstroktaṃ maunamārgaṃ nijaguruvihitaṃ dhārayantīha ye vai | 
nānādhūpaiḥ supuṣpair varaphalanicayaiḥ pūjayantīha dhenuṃ 







ramyaṃ svāṅge suvastraṃ kavacaguṇamayaṃ kañcukaṃ ye dharanti 
yuktām ūrṇāṃ sukuṣṭīṃ ahimukhasumitāṃ bandhanaṃ ca svakaṭyāṃ | 
mūrdhānaṃ citravastre paṭayugalatalaiś chādayantīha nityaṃ 













5 Skr. sukustī: クスティーは、パールシーが身に付ける羊毛製の腰紐で、これを常に着用すること
はパールシーの宗教的義務の一つである。またクスティーは、①起床直後、②用を足す都度、
③祈祷句を唱える前、④入浴時、⑤食事の前でのみ解かれ再び結ばれる（Modi 1922, pp.184-187）。 
6 頭を帽子で覆うことはパールシーの宗教的義務とされ、また特にパールシーの聖職者は白い帽子




yanmāṅgalyaṃ vivāhe tv atha śubhadivaseṣūtsavaṃ gītavādyaṃ 
śrīkhaṇḍādyaṃ sugandhaṃ vapuṣi yuvatayo dhārayantīha yeṣāṃ | 
ācārair yāḥ pavitrā bahuguṇavidhayo ramyaśāstrārthayuktāḥ 







yeṣāṃ gehe suramyaṃ madhurarasamayaṃ cānnadānaṃ ca nityaṃ 
kāsārān kūpavāpīr iha dharaṇitale dānam etat prakāraṃ | 
vastrādyaṃ dravyadānaṃ dvijavaraguṇibhyaḥ sarvadā ye ’rpayanti 







yādṛg harṣo viṣādaḥ sukham asukham aho jñānam ajñānam evaṃ 
dharmādharmau ca yādṛg viphalaphalakṛte āmayārogyake ca | 
ūrdhvādhastāc ca yādṛg dyutitimiracayau sṛṣṭisaṃhārakārau 







gomūtraṃ mantrapūtaṃ hy atiśucinihitaṃ triḥ pibet prāṇaśuddhyai 
bāhyāntaḥsnānam uktaṃ tadanu parivṛtā madhyadeśe ca mudrā | 
4 
 
yāṃ tyaktvā naiva nidrā na ca japakaraṇaṃ devapūjādikāryaṃ 








kāṣṭhaiḥ ṣaṇmāsaśuṣkair agarumalayajaiḥ kāṣṭhakarpūradhūpaiḥ 
homaḥ syāt paṃcakālaṃ pratidinam uditair akṣarair mantrayuktaiḥ 
yatnair vahniṃ hy avanti tv atha ghananicaye no yugānte ’pi yāyāt | 








yeṣām evāṅganāyā ṛtusamayadine saptarātrād bhaved vai 
śuddhiḥ śuddhāc ca māsāt prasavasamayake dehaśuddhis tathaiva | 
ramyācāreṇa yuktā navakanakanibhā vīryavatyo baliṣṭhāḥ 




7 Skr. gomūtra: ゾロアスター教において牛の尿（Gōmēz）は浄化作用を持つものとして様々な浄化
儀礼において広範に利用されていたことが知られる。 
8 Skr. mudrā: ここでは即ちパールシーの腰紐クスティーのことを指す。 
9 クスティーを解くことについては、注 5を参照。 











veśyābhir naiva saṃgaḥ pitṛsamaguravaḥ śrāddhakāle ’gnicintā 
no māṃsaṃ yajñabāhyaṃ svapiti na hi dharāyām aho puṣpanārī | 
vaivāhyā lagnaśuddhiḥ kvacid api na śucir bhartṛhīnā puraṃdhrī 







catvāriṃśad dināni pracarati na vadhūḥ pākakārye prasūtā 
maunāḍhyāsvalpanidrā japavidhiniratā snānasūryārcaneṣu | 
dhyāyante caiva nityaṃ marudanaladharātoyacandrārkayajñaṃ 







pānīyaṃ vyoma candraṃ hutavaham anilam bhūmim ādityam evaṃ 
śrīhormajdaṃ prabuddhaṃ hy avicalam amaram cetasā cintanīyam | 
nityaṃ yannāmapāṭhaṃ satatam abhayadaṃ dharmadaṃ ye smaranti 




他の人々から隔離され、四十日後沐浴によって清められる必要があった（Modi 1922, pp.5-7）。 
14 注 12参照。大地を始め、水や火は神聖なものとされ、不浄の存在と接触することは忌避された。 









ūrṇārūpāṃ suvarṇāṃ sulalitaphaladāṃ jāhnavīsnānapuṇyāṃ 
yoṣāṇāṃ caiva puṃsāṃ ghanaguṇaracitāṃ hemavarṇāṃ ca ramyām | 
nāgākārāṃ viśālāṃ gurujanavacanair mekhalāṃ dhārayanti 







jātyā nityaṃ pavitrāḥ paśum api sahasā hanti cet paṃcagavyaiḥ 
gomūtrasnānapūrvāṃ ghanataradivasaiḥ śuddhir evaṃ manojñām | 
nityaṃ hy evaṃ gurūṇāṃ suvacanakaraṇaṃ kalmaṣakṣālanārthe 







pūrvācāryaprabaddhair viracitarucirair mokṣamārgapradātā 
saṃskārais tatkavīnāṃ viracitavidhinā kathyate vyomadaś ca | 
sarveṣāṃ ca trayāṇāṃ dahanavasumatībhāskarāṇāṃ ca pūjā 
 
16 クスティーのこと。クスティーについては注 5を参照。 












śrīhormajdejyamukhyaḥ sakalavijayakṛt putrapautreṣu vṛddhi- 
dātā vaḥ pātu so ’yaṃ bahudhanasukhakṛd nāśayet pātakaṃ ca | 
ye yūyaṃ pārasīkāḥ satatavijayinaḥ śrījayaiśvaryavantaḥ 



















18 Sragdharā は、一詩節が各二十一音節の四つの Pāda からなる韻律で、一つの Pāda の各音節の長
短は、長長長 | 長短長 | 長短短 | 短短短 | 短長長 | 短長長 | 短長長である。 
19 Qeṣṣe-ye Sanjān において、パールシーのインド到来の時期に彼らの上陸地であるサンジャーン
を支配していたとされるヒンドゥー教徒の王。この王名は Qeṣṣe-ye Sanjān のみから知られ、他
の資料における比定先は確定していない。 




































22 ネールヨーサングの活動年代については、11 世紀から 15 世紀の間で研究者たちの意見が分か





および Schmidt 1963に基づく23。 
①U1 ：これは Ervad Maneckji Rustomji Unwalaのコレクションに由来する写本で、『十
六のシュローカ』の最初の二つの詩節のみを含む。なお、Uという siglumは Schmidt 
が用いているもので、Bharucha は EMU という siglum を用いている（U11以下も同
じ）。テキストはフォリオ 120 と 121 の間に置かれた番号付けのなされていないフ
ォリオに書かれている。写本全体の最後のコロフォンに基づく書写年代は、ヴィク
ラマ暦 1750 年（＝1693 年）の第 1 月の第 12 日であるが、『シュローカ』を書写し
た人物と奥付を記した人物が同一であるかは不明であるため、『シュローカ』の書写
年代としては確実ではない。 





の著者の名前は Āko Adhyāraであり、翻訳者の名前は Dastūr Mānakjī Dastūrān Dastūr 
Sāheb Nośervānjī Sohrābjī である25。またコロフォンから知られる書写年代は、ヴィ




⑤H3：これは恐らく Hoshang Jamasp のコレクションに由来する写本からのコピーで、
サンスクリット語で書かれた注釈と共に十六の詩節全てを含んでいる。コロフォン
によれば、コピー元となった写本はヴィクラマ暦 1823年、サカ暦 1689 年（＝1766
年）に Dastūr Jamśedjī Jāmāspjī Āśājī Pharedūnjīが書写した写本で、この写本のコピ
 
23 Bharucha 1906, pp.vi-xxii; Bharucha 1933, p.iii; Schmidt 1963, pp.159-162 
24 U11は続く U12と合わせて二分冊とされた一つの写本を形成する（Bharucha 1906, pp.xvii-xix）。テ
キスト校合に際して Bharucha 自身も Schmidt も特に言及していないが、U12のフォリオ 276-277
には『シュローカ』の最初の二つ（著者名は Ākā Dhāru）が書かれている（Bharucha 1906, p.xix.）。
なお、U11は Bharuchaの異読一覧において全く言及されない写本であることが Schmidtにより指
摘される（Schmidt 1963, p.160）。 
25 Bharucha 1933, p.iii : idaṃ āko adhyārasya ṣodaśa śloka samāptā likhitaṃ dastūr māṇakjī dastūrāṃ dastūr 




ーがなされたのは 1887 年 1月 30日である。このコロフォンに現れる『シュローカ』
の著者名は Ākā Adhyāruである。また標目（heading）には Śivarāmaという注釈者の
名前が現れる。 
⑥PS（＝Pārsī Smṛti）：これは、Bharuchaが記すところによれば、グジャラート州バー
オナガル市（Bhavnagar）において Kuṃdlā Pāṭhśālāのシャーストリである Prāṇśaṃkar 
Vīṭhaljī Bhaṭṭの邸宅から発見された写本だという。この写本は B. E. Enteeによって、
1919 年 9 月 18 日に J. J. Mody へ送られ、Hodivala および Bharucha は、この Mody
からこの PS 写本を校合のために借りている。Hodivala は、PS は古く重要な写本で
あるとするが、具体的な書写年代は明らかにしていない26。また Schmidt は、自身に






ら知られる写本の書写年代は、ヤズデギルド暦 1157年（＝1789年）の第 5月の第 21
日である。 




れている。Schmidt によれば、K の読みは PS もしくはこれに連なる写本に基づくも






26 Hodivala 1920, p.67 n. および Schmidt 1963, p.160を参照。Schmidtが確認した限りでは PSの実際
の書写年代は全く公表されていないという。但し、彼も PSが現存する他の写本より古い（少な
くとも古い読みを持つ）という点については同意している（Schmidt 1963, pp.162f.）。 
27 Schmidt 1963, p.160 
28 Kamdinjee, Uspundiarjee, Historical Account of the Ancient Leap Year of the Parsees (Surat : 1826).（cf. 
Schmidt 1963, p.158） 
29 Schmidt 1963, pp.165-167 
30 なお、K という siglum はゾロアスター教研究関連でしばしばコペンハーゲン・コレクションを
11 
 





この写本の冒頭と末尾には、『シュローカ』の著者名として Ākā Dāru が現れる。
同じ書写者の手によると思われる写本の別の箇所からは、書写年代としてヤズデギ
ルド暦 1209 年、ヴィクラマ暦 1896 年、サカ暦 1761 年（＝1840 年）という日付が
確認され、『シュローカ』もこれとほぼ同時期に書き写されたものと考えられる。 
⑩Mf 111 (482)：これも上記と同じ写本コレクションに含まれるもので、フォリオ 449-
465 において『十六のシュローカ』がグジャラート語訳と共にグジャラーティー文
字で書かれている。内容は U21およびM と同じものである。書写年代は記されてい
















は U22が他の CVの諸写本よりも U21と M と近しい関係にあることを示す証拠は不十
 
指すのに使われるが、ここでは無関係である。 
31 このため Schmidtはこの写本を校合対象から除いている（Schmidt 1963, p.161）。 
32 この他、本稿では割愛したが、Schmidtは利用が不可能であった『十六のシュローカ』の写本（お
よび刊本）についても記している（Schmidt 1963, pp.161f.）。 




CV から独立しているのが PS で、基本的には PS を参照している K がこれに連な
る。PS は、『十六のシュローカ』の詩節番号の順番が CVと異なっている35のに加え、
Schmidt によれば PS の読みは事実上全ての場合において、他の諸写本の異読よりも
優れているとされ、また韻律（Sragdharā）が乱れていないのは PS のみだという36。













ープとして CVそして PSの二つが存在し、CVには U21、M、Mf、U1、H3（また恐ら
くは U11も）が含まれ、また具体的な関係性は不明だが U22は CVの写本からの派生
である。CVに属する各写本は恐らくは一つの共通の祖本（Proto-CV）に遡るが、そ
こから書写される過程でテキストの改変を経ており、その結果として CVの各写本の
異読が生じている。これに対して PSは CVよりも古い読みを保っており、（即ち CV
において行われた祖本のテキストの改変を経ておらず）、CV よりも古い写本である





34 Schmidt 1963, pp.163f. 
35 なお本稿で底本とした Schmidt 1963 のテキストの詩節番号はこの PS に基づいている（古いと
思われる写本の順番）。Hodiwala 1918のテキストも同様である。これに対して Bharucha 1933の
テキストは、CVでの順番（多数派の写本の順番）に従っている。二つの順番の相違については
注 1を参照。 




Hodivala37のテキスト（Hodiwala 1918）である。Hodivalaは校訂に際して、Ervad Maneckji 
Rustomji Unwala からの写本（U1以下の写本のいずれか、もしくは全部）と、H3のコ
ピー元の写本 そして PS を利用している38。彼のテキストは英訳とグジャラート語訳
に加え H3 のサンスクリット語注釈の英訳を備えた非常に有益なものであるが、残念
なことに、異読に関する情報が少なく、また異読を与える場合も出典となる写本を明
示していない。また Schmidt は Hodivala が行ったテキストの修正（emendation）は信
頼のおけるものではないとし、これと上記の異読に関する取扱いから、Hodivala のテ
キストは校訂テキストとして価値が薄いとしている39。 




U22（但し U11 は異読一覧に現れない）と H3 そして特に言及されずに異読一覧の中に
現れるだけであるが PS が利用されている。 














37 Hodivala / Hodiwalaとも綴られるが同一人物。 
38 Hodiwala 1918, p.70 
39 Schmidt 1963, p.159 
40 但し、彼はいくつかの写本の異読については、写本自体を参照するのではなく Bharucha 1933の
異読一覧のみに依拠しているようである。 






























42 Stausberg 2002, p.393 
43 Schmidt 1963, p.192 
44 なお、ヒンドゥー教徒の王に対する便宜のために、ヒンドゥー教的な説明をしたとする解釈は
次の事実から否定される。ゾロアスター教的に相容れない、蛇の譬えを用いたクスティーの説
明。神を意味する訳語として Skr. deva を用いていること（ネールヨーサングのサンスクリット
語訳では devaと同語根のイラン語が「悪魔」の意であるため、devaの語は用いられない）。 
45 Schmidt 1963, p.194 







 『シュローカ』の成立年代については、まず、現存写本の中では U1（および PS 写




保存する読みの古さに基づき PSは CV（＝U1）に先行するとする Schmidtの推測に従
えば、『シュローカ』の成立は 17世紀末よりも更に大きく早められることになる。 




















47 Stausberg 2002, pp.397f. 
48 Schmidt 1963, pp.188-196および Stausberg 2002, p.393 
49 Schmidt 1963, p.196 
50 “On the whole, the suspicion cannot be suppressed that the Sixteen Ślokas are a spurious product and 
































51 Hodivala 1920, pp.vi-vii（但し、この記述は Hodivalaの著作に対するM. P. Khareghatによる序文
中である）、また Stausberg 2002, pp.397f. 
52 Bhaviṣya-Purāṇa I, 142, 2-16: ここではボージャカの聖紐をまとう風習が蛇王 Vāsukiに由来する
ことや、聖紐の Avyaṅgaという名前が「蛇の身体（aher aṅga）」に由来することが語られる。 
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